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　血管超音波検査は，頸動脈や腹部大動
脈の検査が健（検）診でも実施され，震災
被災地での下肢静脈エコーの様子が報道
されるなど，広く一般の人々に認知され
る検査となってきている。また，超音波
検査は，侵襲なく手軽に血管の形態的変
化はもとより血流異常も診断できるため，
腎血管病変や下肢静脈瘤の診断・治療に
欠くことのできない検査となり，検査数は
右肩上がりである。日本超音波医学会で
は，10年ほど前から血管超音波検査の普
及や精度向上のために，各領域の血管超
音波の標準的評価法を順次発表してきた
が，全身の血管超音波検査に精通した医
師，検査技師はまだまだ少なく，検査の
方法や評価法も十分に統一されたものに
なっていないのが現状である。しかし，低
流速の血流感度が高く，空間分解能にも
優れる新しい血流表示法やエラストグラ
フィ，3D表示，造影超音波法など，他領
域で応用が進んでいる新しい技術が血管
超音波にも応用されてきている。さらに，
まったく新しいドプラ法である“UltraFast‌
Doppler”を搭載した装置「Aixplorer」
（スーパーソニックイマジン社製，コニカ
ミノルタ社販売）も発売され，超音波によ
る血流評価の可能性がさらに広がること
が期待される。

血管超音波検査の
標準化に向けた取り組み

　日本超音波医学会用語・診断基準委
員会から，2008年に「下肢深部静脈血

栓症の標準的超音波診断法」が発表さ
れたのを皮切りに，2009年には頸動脈，
2014年には大動脈と末梢動脈，2015年
には腎動脈病変に対する超音波による標
準的評価法が発表されている。2009年
に発表された頸動脈病変の標準的評価
法は，病態や診療科によって評価する
ポイントや基準が異なり統一された検査
法とはなっていなかったため，2016年
末には複数の診療科共通の標準的評価
法（案）が出され，現在パブリックコメ
ントを募集中である。下肢静脈エコーに
ついても，深部静脈血栓症だけでなく，
静脈瘤も含めた標準的評価法として改
訂中である。また，日本超音波医学会
認定の超音波検査士に血管領域がつく
られ，現在1000人程度が認定されている。

今後，これらの標準的評価法が普及し，
全国どこでも標準化された精度の高い検
査ができるようになれば，日本人におけ
るエビデンスが蓄積され，血管疾患の診
断法や治療法の進歩につながることが期
待される。各標準的評価法は，日本超
音波医学会のホームページ（図1）からダ
ウンロードできるので，血管超音波を実
施する方はぜひ参考にしていただきたい。

新しい血流表示法の
応用

　ほかの領域と同様，低流速の感度が高
い血流表示法“Superb Micro-Vasular 
Imaging（SMI）”（東芝メディカルシス
テムズ社製）やリアルタイム性・空間分

図1　‌‌日本超音波学会の標準的評価法
（https://www.jsum.or.jp/committee/diagnostic/diagnostic.html）
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